
1．はじめに

2020年 1月に暴発した新型コロナウィルスは
世界に健康をはじめ政治，経済，社会にまで大き
な影響を及ぼしている。感染症拡大防止のため，
各国がそれぞれ感染対策を出しているなか，日本
では政府が 3つの密（密閉，密集，密接）を避け
るというスローガンを掲げることにした。中国に
おいて政府は都市封鎖や個人の外出自粛などの施
策を行っていた。こうした背景に観光産業や外食
産業は客数の激減と直面し，多大な打撃を受けて
いる一方で，逆に業績が伸びる産業がいくつかあ
げられる。例えば，食品スーパーや情報通信，通
販，物流などの産業が代表となる。本稿は中国河
北省承徳市にある地方スーパーを考察対象にし

て，コロナ禍による消費者の購買行動の変化，と
りわけ商品カテゴリー別の消費支出と決済手段へ
の影響を摑もうとする。ここでは地域の経済環境
と感染状況から確認する。

1―1．河北省と承徳市の経済環境と感染状況
河北省は北京と天津に隣接し首都経済圏の一環
として「京津冀経済区」と呼ばれている。2014

年に習近平国家主席は京津冀地域の共同開発が重
大な国家戦略として河北省が首都経済圏の発展に
不可欠な役割を果たすべきだと強調した。2015

年 4月に中央政治局会議では「京津冀協同発展計
画綱要」が承認され，河北省の経済発展に拍車を
かけた。2018年河北省の GDPは 36,010億元と
なり全国平均より上回った。経済の発展に伴って
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近年 1人当たり GDPと可処分所得水準が上昇し
てきたが，全国平均と比べるとまだ低い水準にと
どまった。
また，社会消費財小売総額は 16,537億元（2013

年 392.6億元の 42倍）となり，河北省 GDPの
45.9％を占めていた。限定金額以上小売企業の法
人数と年間販売金額は平均以下となり，経済成長
にあたってこれから発展する余地が大きいと見込
まれる（表 1）。
河北省の北部にある観光都市として知られる承
徳市は 353.2万人を持っており，2018年に承徳市
の GDP 1,481.5億元のうち第 3次産業が 668.2億
元を寄与し，GDPの 45.1％を占めていた。1人
当たり GDPについて承徳市は 4.2万元であり，
河北省主要都市（11市）において 6位となった1）。
感染状況については，2020年 1月から 11月ま

でで河北省の新型コロナの累計感染者 373人のう
ち承徳市は 7人となり，河北省各地域と比べると
最も少なかった地域である2）。19年末から新型コ
ロナは武漢を中心に中国全域に広がっていて，都

市封鎖と交通遮断が相次いで実施された。河北省
は 20年 1月から 4月初めまで厳しい行動制限を
とっていた。政府は一般市民に対して自粛の要請
を出し日常出入り行動を最小限に抑えた。その結
果，人々の在宅時間が大幅に増加する一方，外出
時間が短縮になり外出の範囲と目的も限られてい
る。こうした状況で消費者の購買行動パターンは
どのように変化していくのかを考察する。つぎに
承徳市の小売市場環境と特徴について整理する。

1―2．新型コロナの背景における承徳市小売市
場環境の変化

新型コロナ感染拡大の影響は承徳市の経済成長
に打撃を与えて，1月から 3月にかけて「情報通
信，ソフトウェアと情報技術サービス」（8.1％）
「賃貸と商業」（4.2％）と「不動産」（4.0％）関連
分野の業績が昨年より伸びた以外に，「教育」や
「文化，体育と娯楽」を含める 6分野とも激減して
いた3）。一方，政府管理の早期介入によってある
程度感染拡大が防止された。4月から一般市民に

河北省 平均 標準偏差 最小値 最大値 偏差値

GDP（億元） 36,010 29,507 23,516 1,478 97,278 0.28

1人当たり GDP（元） 47,772 65,253 28,648 31,336 140,211 －0.61

可処分所得（元） 23,446 28,166 11,279 17,286 64,183 －0.42

個人支出（元） 16,722 19,927 7,114 11,520 43,351 －0.45

食料品／タバコ／酒 4,271 5,603 1,707 3,688 10,728 －0.78

衣料品 1,257 1,331 358 617 2,176 －0.21

居住関連 4,050 4,652 2,816 2,103 14,209 －0.21

日用雑貨／サービス 1,139 1,197 374 622 2,372 －0.16

交通通信 2,355 2,689 853 1,641 4,881 －0.39

教育／文化／娯楽 1,735 2,232 786 609 5,049 －0.63

医療保健 1,541 1,726 562 460 3,275 －0.33

その他 374 497 227 263 1,282 －0.54

限定金額以上の小売企業
法人数（社） 2,432 3,155 2,436 90 8,585 －0.30

従業員数（人） 242,965 212,140 161,128 5,871 675,995 0.19

年間売上金額（億元） 2,990 4,032 3,405 175 13,403 －0.31

社会消費財小売総額（億元） 16,537 12,160 9,733 598 39,501 0.45

注：限定金額以上小売企業とは年間販売金額が 500万元以上，従業員数が 60人以上の小売企業である。
出所：中国統計局『2019年統計年鑑』に基づいて作成。

表1 2018年河北省・全国の経済状況
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対する行動制限が緩和され，政府は経済回復を促
進する取組を積極的に行った。例えば，5月に
ショッピング，外食及び農産物販売を中心に「消
費促進活動」を実施するとともに，非接触型購買
体験や観光地入園料減免などの対応策を出し
た4）。それによって消費財市場が回復しつつあ
り，6月までに限定金額以上小売企業は 54.5億元
の販売金額を創出した5）。

1―3．小売業の特徴
2017年に限定金額以上卸・小売企業 211社は

142.0億元の年間販売金額を達成し，社会消費財
小売総額（603.4億元）の 23.5％を占めていた6）。
卸・小売業の上位企業累積集中度はまだ低い水準
にとどまっており，分散的市場構造であると言え
よう。また 2020年 11月時点の承徳市主要小売企
業は表 2でまとめた。小売企業の出店戦略から見
ると中心市街地や商店街に集中しているため，都
市中心部では熾烈な競争が行われるにもかかわら
ず，ニュータウンでは店舗が過少であるため買物
不便という問題が起きている。

2．K企業グループ

2―1．K企業グループとスーパーの展開
K企業グループは 2005年創業した河北省にあ
る有力な小売企業であり，2020年 6月に中国連鎖
経営協会が公表した「2019年中国スーパー百強」
にランクインして，グループ連結年間販売額は
28.9億元7）となり，前年より 0.5％増加した。グ
ループ傘下には商社，百貨店，スーパー及びコン
ビニエンスストアなど多様な業態が携われてい
る。そのうち，スーパーは核心事業として位置づ

けられ，2019年にスーパーの年間販売金額が 19.3

億元（約 306億円）となり，グループの 6割強を
占めていた。現在承徳市を中心に展開して隣接す
る唐山市を含め 34店舗を有している（2020年 10

月時点）。今回は承徳市中心部繁華街に立地する
S店（1号店）を研究対象にして，新型コロナが発
生する前後，消費者の購買行動の変化について考
察しよう。

2―2．新型コロナによる店舗販売額への影響
（1）S店周辺状況
双橋区は承徳市主要観光地，駅を含む地域であ
り，2019年地域人口は 46.3万人となった。S店
は双橋区の中心繁華街に立地し，エリア周辺 1

km範囲では住宅地，オーフィスビル，ホテルが
多く，地域人口密度が高いエリアとなる（図 1）。
エリア内では百貨店・ショッピングモールは 7

店，同社競合店舗は 5店存在しており，そのうち
2店舗は S店と 500 m離れて立地している。2019

年該当エリア 6店舗の年間販売金額は承徳市 30

店の 23.4％を占めて，S店は第 3位（11,525万
元）となった（図 2）。

（2）売上状況と売れ筋商品の変化
2020年 1月から中国の旧正月（春節）を迎える
ため8），食料品や清掃用品，衣料品などの買物
ピークが現れてきたが，月末に新型コロナ感染症
が中国全域において拡大するにつれて，各地域で
は外出回避や自宅待機という政府の要請を受けて
外出頻度を最大限に抑えた。こうした状況でスー
パーの来店客数と買物回数が大幅に減少し買上金
額が 1月の 1,486.6万元から 2月の 684.0万元ま
で 54.0％減少した。3月から感染症対策が効き，

小売業態 代表企業（創業年） 場所

百貨店・ショッピングモール 承徳百貨店（1990）藍島（2002）双百（2008）金龍（2012）宜家旺（2014） 双橋区，双灤区

スーパー 寛広（2005）佳佳（2006）福満家（2013）大潤発（2013） 双橋区

コンビニエンスストア 寛広（2005）福満家（2013）金添商坦（2019） 双橋区，双灤区

家電量販店 国大電器（2002）大中電器（2015） 双橋区，双灤区

出所：愛企査工商企業登録情報検索による筆者整理。

表2 主要小売企業
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図2 2019年承徳市30店舗年間販売金額度数分布

出所：POSデータによる筆者作成。
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全国感染者数が 2月の 68,033人から 1,730人まで
減少してきて感染状況が好転したため，外出自粛
に関する制限が緩和された。かつ感染症患者回復
の新聞記事と報道が相次いで出されて，日常生活
は徐々に従来の生活パターンに戻ってきた。それ
に伴いスーパーの経営状況も一転して 3月から回
復傾向を見せていた（図 3）。その一方，客単価と
購入点数からみると，2月は 1月に比べて 1回買
物当たりの商品購入点数は 5.3から 8.5まで上昇
した。それは感染症に対する不安で買い溜めが起
きていると推定された。このような状況は 3月ま
で続いた（表 3）。
また感染症拡大期間において商品カテゴリー別
の売上状況については表 4で示す通り，1月から
5月までに一般食品，惣菜，チルド商品及び家電
製品の販売金額は前年より増加した一方で，それ
以外のカテゴリーはすべて売上減少になってい

た。さらに 1月から 6月までに売上金額変化上位
20種類の商品をカテゴリー別に整理すると図 4

のようになる。売上が上昇したのは精肉，日配，
米・小麦粉・油などの計画購買項目であった。逆
に果物，酒類・ドリンクへの買い求めが激減した。

（3）決済手段利用状況の変化
つぎに 1月から 5月まで決済手段の変化につい
て，現金，商品券とキャッシュカードという接
触・半接触型の決済手段の利用率が減少し，とり
わけ 2月の感染状況が最も厳しい時期に 7.5％減
少となった（図 5）。その一方，ウィーチャットペ
イとアリペイを代表とする非接触型の決済手段が
多く利用されていた。さらにウィーチャットペイ
とアリペイの利用状況に関してウィーチャットペ
イの利用金額がアリペイよりはるかに上回ること
は確認できた。

1月 2月 3月 4月 5月

買物回数（回） 156,395 67,061 96,814 108,978 115,379

買上点数（点） 833,942 571,950 667,307 610,266 619,020

買上金額（万元） 1,486.60 684 960.8 790.5 744.4

客単価（元/回） 95.1 102 99.2 72.5 64.5

購入点数（点/回） 5.3 8.5 6.9 5.6 5.4

図3 2019年と2020年 1～5月売上金額の比較（単位：万元）

出所：POSデータによる筆者作成。

表3 2020年 1～5月顧客購買状況

出所：POSデータによる筆者作成。
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カテゴリー 2019年 2020年 増減率

生鮮 1,331 1,137 －14.5％

一般食品 770 803 4.2％

トイレタリー商品 718 510 －29.0％

菓子類 598 470 －21.3％

惣菜 220 262 19.0％

日配 360 255 －29.1％

チルド商品 152 169 10.6％

酒類 226 160 －29.0％

ドリンク 164 125 －24.1％

マタニティ用品 147 114 －22.3％

衣料品 161 108 －33.2％

ベーカリー 118 93 －21.0％

家電製品 44 68 55.0％

健康食品 86 65 －25.0％

タバコ 97 64 －34.7％

スポーツ用品 39 27 －29.8％

インテリア 38 25 －35.9％

文房具 28 23 －17.6％

合計 5,299 4,478 －15.5％

表4 2019年と2020年 1～5月売上金額の比較―カテゴリー別（単位：万元）

出所：POSデータによる筆者作成。

図4 2019年と2020年 1～6月カテゴリー別売上増／減上位20商品数（単位：件）

出所：POSデータによる筆者作成。
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（4）露店経済の復活
露店経済は中国伝統小売業の成長に大きな役割
を果たしたが，2000年代以降に環境・食品安全問
題や都市建設にあたって国際的なイメージ改善の
ため厳しく制限されてきた。今回新型コロナによ
る商業不振や失業などの問題が発生し，新たな雇
用を創出するために露店経済に対する規制が緩和
された。5月 28日に行われた中国全国人民代表
大会では李克強首相は露店経営とそれによる経済
効果について成都に展開した露店経営の実績を挙
げた9）。この指針を受けて各地域露店への制限が
緩やかになり，6月から露店経営が全国に広がっ
ていた。

河北省において秦皇島市，石家荘市及び唐山市
はそれぞれ露店経営施策，関連制限と条件等を公
表した（表 5）。承徳市では夜市を推進し新しく
22街で夜市を新設した。政府は 5,000万元を支出
し夜市に関する公共交通施設の増設や環境衛生，
食品安全及び治安などに関しての管理強化を行っ
た。6月から新設した露店は 1,200店を超え，約
8,000人の雇用を創出した。夜市による 1日平均
集客人数はおよそ 10万人を実現し 1,000万元以
上の売上金額をもたらした10）。

都市 制限と条件

秦皇島市 6月 1日に施行した「秦皇島市都市環境管理条例」では，車両通行，都市環境・衛生環境及び他人の利益に影響しない限
り露店経営が認められると規定した。

石家荘市 6月 2日に都市管理局が露店経済推進会議を行った。会議では政令に従い，町・店舗・地域ごとに実状に合わせて露店を
管理すると強調した。具体的に，地域ごとに露店開店の日程を明確に規定した。

唐山市 6月 5日に施行した「三つの制限，三つの管理」では露店経営に対して場所，時間と規模を制限し，露店の衛生，秩序と
リスクを管理すると強調した。

出所：中国報告網（2020.6.9）「河北省 多くの地域に科学管理 露店経済の展開を推進」

図5 2020年 1～5月決済手段利用状況（金額割合）

出所：POSデータによる筆者作成。

表5 河北省露店経済に関する政令
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3．まとめ

承徳市 S店 POSデータの分析によって以下の
ような 3つの示唆を得ることができる。まず，新
型コロナ背景には消費者のスーパーでの購買行動
が変化したことは確認できた。それは買物内容と
購買行動パターンとの側面に反映された。1）買
物内容については糧食を中心に買い溜め傾向があ
る一方，体力を維持する精肉商品への買い求めが
増えた。今回のような突発的な出来事の発生にあ
たって商品多様性需要の減少が見られた。2）購
買行動パターンについては買物頻度と店内滞在時
間が減少したものの，客単価と買物点数が増加し
た。その理由は消費者がまとめ買いに加えて非計
画購買商品を計画購買商品に変更したことも考え
られる。または感染症の発生による売れ筋商品の
変化はスーパーにとって商品構成を見直す機会で
もあり，これから，ウィズコロナ社会またはアフ
ターコロナ社会において商品戦略調整に取り組む
必要がある。
つぎに決済手段利用状況の変化から，感染症防
止のため現金やカードという接触・半接触型の決
済手段の利用率が減少し QRコードをスキャンす
る非接触型決済への利用が増加したことが確認で
きた。スーパーにとってはキャッシュレス化及び
機械決済サービス導入の好機になった。その一
方，決済サービスの提供側（各種ペイとアプリ）
にとって新しいユーザーを囲い込むための競争戦
略を練り直すことは重要である。アリペイのよう
なオンライン事業を中心に展開する企業はリアル
店舗利用者とのタッチポイントを増やすことは
ユーザー拡大につながる。
さらに行動制限及び感染症に対する不安によっ
て消費者はオフラインからオンラインへ移転する
傾向がある。それに対して小売企業はネットプ
ラットフォーム，アプリとミニプログラムなどに
注力した。例えば，華潤万家や大潤発，ウォル
マート，永輝など大型スーパーも積極的にオムニ
チャネルを推し進めている。一方，オンライン注
文の激増に対して物流産業の配達能力が問われて
いる。とくに人手不足による配達時間が大幅に遅

れる問題がしばしば起きていた。また生鮮食品配
達にあたって品質保持という問題もある。
今回新型コロナの発生はスーパー企業にとって
は危機であり転機でもある。消費者はオンライン
へ移転しリアル店舗から離れる一方で，リアル店
舗で購入するしかない商品や，またリアル店舗自
体への依存が高まっている。とりわけ感染症拡大
のなかで，スーパーの商品調達能力や商品価格維
持において消費者との信頼関係を構築してきた。
今後スーパーは小売企業として商品を提供するの
みならず，社会インフラ整備の一環として位置づ
けられるべきであろう。

付記
本稿を作成するに際し，中国河北省 K企業グループに

POSデータのご提供をいただいた。記して感謝を申し上
げたい。企業関連情報の使用については学術研究に制限
し，本稿にかかる一切の責任は筆者が負っている。
本研究は，科学研究費助成事業若手研究（19K13831）に

よる研究成果の一部である。
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点）。
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の影響収入の三増六減」による（2020年 4月 26日公
表）。

4）河北新聞網「河北省承徳市消費促進活動を展開」によ
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